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四
一　

開
催
日
時

令
和
元
年
１０
月
２９
日
関
９
時
３０
分

（
予
備
日
１１
月
６
日
因
）

二
　　〈ム　　担物

パ

ロ
マ
瑞
穂

運
動
公

園

レ
ク
リ

エ
ー
シ

∃
ン
広
場

〓
一　
参
加
資
格

愛
知
県
年
金
受
給
者
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
。

（
チ
ー
ム
編
成
）

１
チ
ー
ム
８
名
、
同

一
支
部
の
会

員
で
編
成
す
る
こ
と
。

競
技
方
法

０
‐６
ホ
‐
ル
を
支
部
の
異
な
る
選
手

４
名
ず

つ
の
混
成
グ
ル
ー
プ

で
記

録
を

つ
け
合
い
を
が
ら
競
技
す
る
。

チ
ー
ム

（
８
名
）
の
合
計
打
数
で

曇肌
ふノ
。

②
選
手
は
、
決
め
ら
れ
た
打
順
に

従
い
ス
タ
ー
ト
す
る
。
（
□
―
テ
ー

シ
ョ
ン
）

０
同
ス
コ
ア
の
場
合
は

①
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
数

②
少
打
数
の
多
い
数

五
　
表
　
彰

優
勝

・
準
優
勝

・
第
３
位
～
５
位

けに［員
□∽。

別
途
個
人
賞

一八
　
参
加
申
込

支
部
大
会
は
、
９
月
４
日
因
ま
で

に
、

県

大

会

は
、

１０
月
４
日
⑥

ま

で
に
申

し
込
む

こ
と
。
（
申

込

書
は
本
会
に
あ
り
ま
す
）

七
　
そ
の
他

①
ク
ラ
ブ

（
ス
テ
イ
ツ
ク
）
、
ボ
ー

ル
は
各
自
持
参
す
る
こ
と
。

②
参
加
者
に
は
傷
害
保
険
を
付
与

し
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
四
月
桜
に
雪
が
舞
う

名
古
屋
西
支
部
　
山
田
　
良

一

返
納
を
迫
ら
れ
悩
む
篭
の
鳥

鶴
舞
支
部
　
小
川
　
一思
市

■

＝

ユ

暑
い
夏
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
秋
…
・‥
。

川
柳
の
材
料
は
自
分
自
身
の
周
り
に
あ
り

ま
す
。
自
分
の
思
い
を
五
七
五
の
リ
ズ
ム

で
詠
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

罰

　
講
雌

古
”
子

先
生

生
き
て
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
吾
が
め

ぐ
り
光
を
撥
ね
て
若
葉
い
ち
面

豊
橋
支
部
　
鈴
木
　
佳
也

人
間
の
喜
怒
哀
楽
を
詠
み
続
け
わ
が
人

生
に
彩
を
増
し
た
り

半
田
支
部
　
沢
田
　
正
司

〓
言
喜
■

次
回
１２
月
号

「
会
員
コ
ー
ナ
ー
」

へ
の

投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
締
切
日
１０
月
４
日

○
官
製
ハ
ガ
キ
使
用
、
俳
句
、
川
柳
は
五

句
以
内
、
短
歌
は
三
首
以
内
の
こ
と
。

○
住
所
、
氏
名
、
所
属
支
部
名
、
会
員
番

号
、
電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
。

雛
を
吊
る
駄
菓
子
屋
下
駄
屋
軒
連
ね

熱
田
支
部
　
粟
野
み
ゑ
子

天
狗
面
取
れ
ば
異
人
や
春
祭

豊
川
支
部
　
原
田
か
つ
子

紙
雛
に
物
言
ふ
そ
こ
を
通
る
た
び

豊
橋
支
部
　
鈴
木
　
佳
也

雨
圏
一
一
師
些
　
燿
購

・
荘

先
生

あ
る
が
ま
ま
生
き
て
傘
寿
の
指
を
折
る

豊
川
支
部
　
村
川
　
和
子

日
本
年
金
機
構
で
は
、
公
的
年
金
制
度
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ツ
セ
イ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
の
大
切
さ
、
ご
自
身
や
身
近
な
方
と
公
的
年
金
と
の
か
か

わ
り
、
公
的
年
金
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
な
ど
、
日
本
語
で

一
、

○
○
○
～
二
、○
○
○
文
字
。

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
明
記

し
、
９
月
１３
日
０
訣
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
１
６
８
１
８
５
０
５
　
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３
１
５
１
２４

日
本
年
金
機
構
　
相
談

・
サ
ー
ビ
ス
推
進
部

サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
　
わ
た
し
と
年
金
　
担
当
　
宛

大
橋
義
和
会
長
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
去
る
４
月
１３
日

ご
逝
法
さ

‐れ
ま
し
た
‐‐。
生
前
の
ご
助
労
に
感
謝
し
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
‐‐し
上
‐―ザ
ま‐‐
す
一　
．一

会
長
逝
去
後
の
役
員
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
り
の

任
期
で
あ
る
今
年
度
末
ま
で
、
副
会
長
一一木
全
修
平
ギ
細
野
一　
守
、
新
谷
松
芳
が

会
長
職
務
を
分
担
し
て
ま
い
り
ま
す
■

一


